
▼
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
（
金
）

　

会
報
第
百
三
号
を
発
行
。
巻
頭
に
第
二
十
三
回
総
会
・
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
掲
載
。
続
い
て
大
会
で
研
究
発
表
を
行
う
エ
リ
ッ
ク
・
パ
イ
ル
、
南
出
み

ゆ
き
、
加
治
屋
健
司
が
要
旨
を
、
関
村
誠
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
青
木
孝
夫
、
伊
藤
奈
保
子
、
菅
村
亨
、
鈴
木
榮
子
が
発
表
要
旨
を
寄
せ

た
。
最
終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十
七
回
例
会
報
告
を
米
門
公
子
が
書
い
た
。

▼
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
五
日
（
土
）

　

第
二
十
三
回
総
会
・
大
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
。
総
会
で
は
平

成
二
十
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
委
員
が

行
い
、
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
二
十
一
年
度
事
業
計
画
、
予
算

案
が
発
表
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。

　

大
会
に
移
行
し
、
研
究
発
表
は
①
広
島
大
学
大
学
院
生
・
エ
リ
ッ
ク
・
パ
イ

ル
に
よ
る
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
『
ヨ
ブ
記
』
挿
絵
に
お
け
る
再
構
築
さ

れ
た
主
題
」
②
神
戸
大
学
大
学
院
生
・
南
出
み
ゆ
き
に
よ
る
「
中
村
不
折
が
パ

リ
で
見
つ
め
た
も
の
」
③
広
島
市
立
大
学
・
加
治
屋
健
司
に
よ
る
「
カ
ラ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
絵
画
と
大
衆
文
化
」。
ミ
ニ
演
奏
会
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
芸
術
文
化
と
生
活
」
が
始
ま
り
、
青
木
孝
夫
、
伊
藤
奈
保
子
、

菅
村
亨
、
鈴
木
榮
子
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
、
関
村
誠
が
司
会
を
務
め
た
。

▼
平
成
二
十
一
年
九
月
十
九
日
（
日
）

　

会
報
第
百
四
号
を
発
行
。
巻
頭
に
、
伴
谷
晃
二
が
「
東
ア
ジ
ア
の
現
代
音
楽

祭2009 in

ヒ
ロ
シ
マ
」
の
案
内
を
書
い
た
。
続
い
て
大
会
で
の
研
究
発
表
①

の
報
告
を
大
山
智
徳
、
③
を
小
西
寛
之
が
書
い
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
石
和

久
が
ま
と
め
た
。
最
終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十
八
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
二
十
一
年
十
月
三
日
（
土
）・
四
日
（
日
）

　

第
八
十
八
回
例
会
は
広
島
芸
術
学
会
と
現
代
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同
主

催
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
現
代
音
楽
祭2009 

in

ヒ
ロ
シ
マ
」。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
日
本
か
ら
三
人
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
九
人
の
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作
曲
家
の
作
品
が
総
勢
二
十
八
人
の
演
奏
者（
う
ち
当
学
会
会
員
五
名
）に
よ
っ

て
演
奏
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
世
界
的
に
著
名
な
作
曲
家
で
あ
る
湯
浅

譲
二
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
。

▼
平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
（
月
）

　

会
報
第
百
五
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
馬
場
有
里
子
の
「
東
ア
ジ
ア
の
現
代
音

楽
祭2009 in

ヒ
ロ
シ
マ
を
振
り
返
る
」。
続
い
て
魚
住
恵
、
関
村
誠
、
袁
葉
、

柿
木
伸
之
が
感
想
を
寄
せ
た
。
投
稿
欄
に
桑
島
秀
樹
が
「
バ
ー
ク
の
肖
像
（
そ

の
２
）
―
カ
ト
ラ
ス
・
チ
ェ
ア
と
刑
罰
法
と
従
姉
ナ
ノ
・
ネ
ー
グ
ル
ー
」
を
書

い
た
。
最
終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十
九
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）

　

第
八
十
九
回
例
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
。
研
究
発
表
①
は
広
島

県
立
大
学
・
李
建
志
に
よ
る
「
日
本
の
『
在
日
朝
鮮
人
』
表
象
〜
『
抵
抗
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
で
は
掬
い
き
れ
な
い
も
の
」
②
は
ふ
く
や
ま
美
術
館
・
谷
藤

史
彦
の
「
マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
後
期
に
お
け
る
浮
世
絵
版
画
の
影
響
」

▼
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日
（
金
）

　

会
報
第
百
六
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
伊
藤
奈
保
子
の
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏

像
と
の
出
会
い
」。
第
八
十
九
回
例
会
報
告
は
、
発
表
①
を
大
山
智
徳
、
②
を

桑
島
秀
樹
が
書
い
た
。
ま
た
、
大
会
で
の
南
出
み
ゆ
き
の
発
表
に
つ
い
て
末
永

航
が
報
告
し
た
。
そ
の
他
、『
藝
術
研
究
』
へ
の
投
稿
に
つ
い
て
、
二
つ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
案
内
を
掲
載
。
最
終
ペ
ー
ジ
に
第
九
十
回
例
会
案
内
を

載
せ
た
。

▼
平
成
二
十
二
年
二
月
十
三
日
（
土
）

　

第
九
十
回
例
会
を
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
。
研
究
発

表
①
は
広
島
大
学
大
学
院
生
・
大
島
葉
月
の
「
近
現
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
景

観
美
と
都
市
構
想
」
②
は
同
大
学
院
生
・
高
村
佳
子
の
「
静
岡
県
平
野
美
術
館

所
蔵『
二
河
白
道
図
』に
つ
い
て
」。例
会
後
、発
表
者
を
囲
み
懇
親
会
を
開
い
た
。

▼
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
日
（
火
）

　

会
報
第
百
七
号
を
発
行
。巻
頭
言
は
千
代
章
一
郎
の「
感
性
の
こ
ど
も
た
ち
」。

第
九
十
回
例
会
に
つ
い
て
は
、
研
究
発
表
①
を
小
野
未
千
恵
、
②
を
菅
村
亨
が

報
告
し
た
。
最
終
ペ
ー
ジ
に
第
九
十
一
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
二
十
二
年
五
月
十
五
日
（
土
）

　

第
九
十
一
回
例
会
は
野
外
例
会
。「
新
緑
の
備
北
路
を
行
く
」
を
テ
ー
マ
に

円
鍔
勝
三
記
念
館
↓
上
下
の
町
並
み
↓
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ
↓
三
良
坂
平
和
美

術
館
を
訪
ね
た
。
プ
ラ
ン
作
成
お
よ
び
案
内
役
は
倉
橋
清
方
が
務
め
た
。

《
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
現
在
、
法
人
会
員
二
法
人
、
個
人
会
員
二
百
五

名
（
特
別
会
員
二
名
、
一
般
会
員
百
八
十
四
名
、
学
生
会
員
十
九
名
）》

 

（
こ
め
か
ど
・
き
み
こ　

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
）
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